
Ｎ０．２８９ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心 がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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海

の

記

念

日

七
月
二
十
日
・
佐
井
漁
港

今 月 の 紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６～ワ 教育だより

８～９ 国保のしおリ

１０～１１交母だよリ

捏～１３保健婦だより

１４～巧 税務だよリ

１６ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

平
成
五
年
度

成

人

式

八
月
十
五
囗
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
、「
平

成
五
年
度
佐
井
村
成
人
式
」
が

開
催
さ
れ
、
新
た
に
大
人
の
仲

間
に
な
っ
た
青
年
た
ち
を
祝
福

し
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
五
十
五
人
が
出
席
。

教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
、
新

成
人
と
し
て
の
心
構
え
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

村
長
、
議
長
ら
が
新
成
人
に
対

し
て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
て

激
励
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代

表
し
て
木
下
謙
二
く
ん
が
式
辞

を
述
べ
、
新
成
人
と
し
て
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
に
対
し
て
記

念
品
が
送
ら
れ
、
式
典
終
了
後

に
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
、

商
品
を
手
に
入
れ
た
人
は
大
喜

び
で
し
た
。
そ
の
後
、
海
峡
ミ

ユ
上
ン
ア
ム
を
見
学
。
村
の
歴

史
を
学
び
、
二
十
一
世
紀
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

第
四
種
佐
井
漁
港
壁
画
事
業
五
周
年
記
念

『
む

ら

づ

く

り

対

策

推

進

本

部

長

賞

』
受

賞

八
月
十
日
、
ア
ル
ザ
ス
Ｐ
Ｒ

広
場
に
お
い
て
、
第
四
種
佐
井

漁
港
壁
画
事
業
五
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

壁
画
は
、
平
成
元
年
か
ら
む

ら
お
こ
し
の
一
つ
と
し
て
漁
港

防
波
堤
に
「
美
し
い
海

無
限
の

宝
」
と
い
う
圓
材
の
も
と
に
描

い
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
で
、

現
在
、
五
一
八
・
五
メ
ー
ト
ル

ま
で
達
し
ま
し
た
。
今
年
も
ま

た
大
学
生
か
す
ば
ら
し
い
壁
画

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
出

昇
氏

『
勲
四
等
瑞
宝
章
』
受
章

七
月
三
十
日
、
東
出
昇
氏
の

勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
祝
賀
会
が

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
出
昇
氏
の
今
ま

で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
も
の

で
、
村
長
を
は
じ
め
、
多
数
の



都
市
・
漁
村
若
者
交
潼
会

七
月
十
七
日
、
十
八
日
の
二

日
間
、
漁
業
関
係
の
仕
事
に
つ

く
若
者
を
中
心
に
、
村
外
か
ら

来
た
若
者
と
交
流
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

ア
ル
ザ
ス
を
出
発
し
、
森
林

体
験
館
へ
移
動
。
自
分
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

続
い
て
、
漁
協
へ
移
動
し
魚

釣
り
を
楽
し
み
、
宿
泊
先
の
ケ

ビ
ン
（

ウ
ス
へ
移
動
。
星
空
を

見
な
が
ら
一
夜
を
過
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
仏
ケ
浦
を
見
学
。

そ
の
あ
と
、
ア
ル
ザ
ス
で
「
海

の
道
の
文
化
と
佐
井
村
」
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
、
佐
井
村

の
歴
史
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。最

後
に
、
帰
り
の
ほ
く
と
を

み
ん
な
で
見
送
り
、
交
流
会
は

終
わ
り
ま
し
た
。

方
が
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

海
に
願
い
を
詫
し
て
…
…

海

の

記

念

日

八
月
二
十
日
、
佐
井
漁
港
で

海
の
記
念
日
に
と
も
な
い
漁
船

の
運
行
を
行
い
ま
し
た
。

派
手
に
飾
っ
た
漁
船
が
た
く

さ
ん
沖
に
出
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
新
し
く
舟

こ
ぎ
競
技
が
行
わ
れ
、
第
一
回

の
優
勝
は
漁
協
チ
ー
ム
で
し
た
。

北 海 道 南 西 沖 地 震 義 援 金

あ り が と う ご ざ い ま し た

（ ８ ／ １７日 現 在 ）

佐 井 村 役 場 職 員 一一一一一一一一一一一一一一一一５０，６９３

佐 井 診 療 所 窓 口 一一一一一一一一一一一一一一一一４４，５００

佐 井 村 社 教 職 員 一一一一一一一一一一一一一一一一１５，０００

剛 虎 会 松 谷 明 さ ん 一一一－一一一一一一一一２０，０００

佐 井 村 地 域 婦 人 団 体 連 合 会 一一一一一一１０，０００

佐 井 診 療 所 職 員 一一一一一一一一一一一一一一一一１４，０００

佐 井 村 役 場 窓 ロ ー－－－－－－－－－－－－－－－－２，５２７

漁 協 窓 ロ ー－－－－－－一一 ４，４００

高 齢 者 生 活 福 祉 セ ン タ ー 窓 口 一一一一一８，３８１

正 村 正 信 さ ん 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一５，０００

ア ル ザ ス 観 光 協 会 窓 口 一一一一一一一一一一１３，４３５

日 赤 奉 仕 団 佐 井 地 区

ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 一一一一一一２１，１２１

佐 井 村 議 会 議 員 一一一一一一一一一一一一一一一一５０，０００

郵 便 局 窓 ロ ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－３２，９０２

計 ２９１，９５９

日赤県支 部を 通し て被災地 へ送金しまし

た。なお 、北海道南西沖地震義援金なら

び鹿児島 豪雨災 害義援金も 引き続き受付

し ておりま す。



限
り
な
い
夢
を
育
て
る

海
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

九
月
五
日
（
日
）
佐
井
漁
港
（
ア
ル
ザ
ス
周
辺
）
を
会
場
に

第
三
回
青
森
県
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
で
は
、
式
典
、
郷
土
芸
能
発
表
、
地
域
特
産
物
の
展
示

即
売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
会
行
事
内
容
）

巾
式
典

（
十
一
時
～
十
一
時
四

十
五
分
）

㈲
イ

ベ
ン
ト

（
十
二
時
～
十
四

時
）

（
郷
土
芸
能
発
表
）

○
津
軽
海
峡
海
鳴
太
鼓
笑
間
町
）

○
大
畑
小
哄
笑
畑
町
）

○
風
間
浦
音
頭
（
風
間
浦
村
）

○
能

舞
（
東
通
村
）

○
寿
太
鼓
（
む
っ
市
）

○
祭
り

ば
や
し
（
佐
井
村
）

○
流
し
踊
り

〒
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
）

※
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
婦
人
団
体
等

有
志

に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
）

○
市
町
村
対
抗
綱
引
大
会

○
お
さ
が
な
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

㈲
放
流
（
十
四
時
～
十
四
時
三

十
分
）

○
漁
船
パ
レ
ー
ド

○
ヒ
ラ
メ
、
ク
ロ
ゾ
イ
、
ア
ワ

ビ
の
稚
魚
（
貝
）
の
放
流

出
地
域
特
産
物
の
展
示
即
売

午

時
三
十
分
～
十
五
時
）

下
北
ブ
ロ
ッ
ク
市
町
村
及
び

青
森
県
漁
連
の
出
展
即
売
を
行

な
い
ま
す
。

（
主
な
特
産
物
展
示
品
）

○
ホ
タ
テ
加
工
製
品
の
即
売

○
イ
カ
加
工
製
品
の
即
売

○
こ
ん
ぶ
等
海
草
の
即
売

○
奥
戸
い
も
の
即
売
（
試
言

○
東
通
牛
肉
の
即
売

○
う
に
、
イ
ク
ラ
等
の
水
産
加

工
製
品
の
展
示
即
売

煢
格
安
な
お
値
段
で
即
売
い
た

し
ま
す
の
で
是
非
お
い
で
下

さ
い
。

（
関
連
行
事
）

○
漁
場
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

言

時
）

平
成
五
年
九
月
四
日
（
占

午
前
十
時
～
十
二
時
ま
で

実

施
場
所
）

佐
井
漁
港
及
び
大
会
会
場
周

辺
道
路

丙

容
佐
井
村
漁
協
組
合
員
及
び
Ｉ

般
村
民
に
よ
る
海
浜
、
道
路
の

清
掃
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
一
般
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

午
前
九
時
五
十
分
ま
で
ア
ル

ザ
ス
前
に
集
合
く
だ
さ
い
。

○
密
漁
防
止
、
海
難
防
止

パ

レ
ー
ト
の
実
施

言

時
）

平
成
五
年
九
月
五
日
（
旦

午
前
十
時
十
五
分
～
十
時
五

十
分
ま
で

（
パ
レ
ー
ド
計
画
）

大
会
会
場
周
辺
（
大
佐
井
地

区
）
を
佐
井
小
鼓
笛
隊
を
先
導

に
水
産
資
源
の
保
護
、
海
難
防

止
等
の
啓
蒙
普
及
を
図
る
た
め

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
絵
画
、
作
文
等
の
展
示

管
内
小
中
学
生
か
ら
の
応
募

作
品
の
入
賞
作
品
の
展
示
及
び

野
村
義
勝
氏
所
有
の
佐
井
村
で

補
獲
さ
れ
た
珍
し
い
魚
な
ど
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
い
た
し

ま
す
。

○
試
食
、
食
飲
サ
ー
ビ
ス

（
サ
ー
ビ
ス
時
間
）

十
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
ま
で

（
試
熬

○
各
種
ジ
ュ
ー
ス

（
試
食
）

○
ホ
タ
テ
貝
焼

○
焼
イ
カ

○
マ
ル
コ
斗

○
水
産
加
工
品
等

（
交
通
の
ご
案
内
）

大
会
当
日
の
会
場
ま
で
の
配

車
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

招
待
客
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
、
一
般
参
加

者
の
方
は
ご
利
用
下
さ
い
。

○
牛
滝
（
旌
康
広
場
）発

八
時
四
十
分

○
福
浦
（
生
活
改
善
セ
ン
タ
士
発

九
時
十
五
分

○
長
後
（
寺
前
）
発

九
時
二
十
分

○
磯
谷
（
漁
民
セ
ン
タ
上
発

九
時
三
十
分

○
矢
越
（
舘
脇
商
店
前
）発

九
時
三
十
分

○
川
目
星
活
改
善
セ
ン
タ
告
発

九
時
三
十
分

○
原
田
（
生
活
改
善
セ
ン
タ
上
発

九
時
三
十
分

※
帰
り
は
大
会
終
了
後
（
十
四

時
三
十
分
予
定
）
各
方
面
行
き

の
車
輛
を
ご
利
用
下
さ
い
。



母
子
家
庭
の
方
々
の
た
め
に

Λ
児
童
扶
養
手
当
▽

○
支
給
対
象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
又
は
父

が
心
身
に

障
害
の
あ
る
場
合
に
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
母
（
又
は

扶
養
者
）
に
対
し
て
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
た
り
、
母
（
又
は
養
育
者
）

若

し
く

は
児

童

が
国
民
年

金

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
。
）
厚

生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
と
き
、
ま
た

は
児
童
が
年
金
の
加
算
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
と
き
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
な
お
昭
和
六
十
年

八
月
一
日
以
降
に
支
給
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人
に

つ
い
て
は
、
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
か
ら
、
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
は
、
正
当

な
理
由
が

あ
る
と
き
を
除
き
認
定
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
手
当
額
平

成
五
年
四
月
現
在
）

（
所
得
制
限

が
あ
り

ま
す
。）

Λ

特

別

児

童

扶

養

手

当

▽

○

支

給

対

象

精

神

又

は

身

体

に

障

害

の

あ

る

二

十

歳

未

満

の

児

童

を

監

護

す

る

父

又

は

母

、

若

し

く

は

そ

の

養

育

者

に

特

別

児

童

扶

養

手

当

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
手
当
額
平

成
五
年
四
月
現
在
）

（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

Λ

母

子

、

寡

婦

福

祉

資

金

▽

母

子

家

庭

、

寡

婦

に

対

し

、

経

済

的

自

立

の

助

成

と

生

活

意

欲

の

助

成

を

図

る

た

め

、

各

種

資

金

の

貸

付

を

行

っ

て

い

ま

す

。

各

種

貸

付

制

度

が

あ

り

ま

す

の

で

、

役

場

住

民

福

祉

課

住

民

係

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

Λ

母

子

休

養

ホ

ー

ム
▽

母

子

家

庭

の

方

々

が

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

そ

の

他

休

養

の

た

め

に

利

用

で

き

る

施

設

で

す

。

９ 月 の 休 診 日

内科 ６日（月）・１１日（土）

１３日（月）・２０日（月）

２ワ日（月）

牛滝診療所 １日（水）

長後 一福浦診療所 ３日（金）

佐井診療所

患者送迎バス運行日

自 衛 官 募 集

航空学生及び曹候補士等につい

て募集中です。

細部については、左記にお問い

合せ下うぃ。

自衛隊青森地方連絡部

むっ募集事務所

電話 ２２－７４８４

Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 の 通 信 教 育 で 勉 学 を ！

ＮＢＫ学 園で は、こ れからの地域社 会で 活

躍が期待されいるコミ ュニ ティ・ボララ ン

ン ティアの育成を目的とし た、専攻科・社

会福祉コースの学生を 募集し てい ます。

▽高等学校 専攻科（コミュニティースクール）

社会福祉コー ス

２年間の 学習で 「ＮＨＫ学園福祉 ボラ ン

ティア」の認定資 格が得られます。

申し込み資格 高校卒業以 上

申込受付 ８月 １日～１０月 ５日

☆詳しい案内書をご 希望の方は、

〒１８６－０１

東京 都国立市 富士 見台 ２－３６ ＮＨＫ学

園８Ｅ ５２係 に、あな たの郵便番号、住

所、氏名、電 話番号をハガキに明記のう

えご請求ください 。

電話番号は（０４２５）７２－３１５１（代表）

案内書は無 料で す。

「 食 と 健 康 展 」 へ よ う こ そ ！

青森県 栄養士会むつ下 北地区 会が、地域

住民 の一 層の健康増進を 図る ために 「食と

健康展」 を、次の通り開 催し ますのでふる

ってご 参加ください。

期 日 平成 ５年 ９月２４日窗～ ９月２６日日

時 闢 １０：｛｝［］～１９：００
（但し２６日 は１６：００まで）

場 所 マエダ百貨店 ２階催事場

内 容

① 電子レンジクッキン グの 実演と 試食

（時間…１１：０（）と１５：００）

② 栄養講話

（２５日 と２６日 時間 …１４：００～１４：３０）

「歯と 食生活について」

講師：歯科医師会下 北支部会

会長 松島静吾先生

③栄養相談

④血庄測定及び 健康相談

⑤栄養に関する展示及び 解説

⑤みそ汁の飲み比ベテ スト（景品があります）

「定 期 点 検 整 備 促 進 運 動 」

の お 知 ら せ

自動車は、私たちの生活に非常に大きな
係わりを持ち、今や必要不可欠な存在とな

っております。その反面、交通事故の増

加、自動車による公害といったさまざまな

社会問題も起きています。

このような状況を踏まえ、運輸省では、

自動車の保守管理の徹底を一層強力に推進

するため、毎年「定期点検整備促進運動」

を実施しております。

運動期間：平成５年９月１日

～平成５年１０月３１日

東北運輸局
℡ ０２２－２９９－８８５５（検査・整備１１０１）

青森陸運支局

℡ ０１７７－３９－１５０６（整備課）
（定期点検整備についての問い合わせは、最

寄りに運輸局、陸運支局にお尋ね下さい。）

『自 賠 責

加 入 す る ま で

赤 信 号
』

今年も無保険 （無共 済）バイク対策協議

会 （総務 庁、 警察 庁、 大 蔵省、 農 林 水産
庁 、 運輸 省等 ）で は、 ９月 １日 か ら ９月

３０日まで 「無保険 （無共 済）バイクをなく

そ うキャンペーン」を 行ない ます。
２５ＤＣＣ以下の バイクには車検 制度がない

こ ともあ って、自 賠責 保険（共済）の継続

契 約をし忘 れがちで す。小さ なバイクだか

らといって 「油 断は禁物」、バイクの起こ

す人身事故も軽 視でき ません。

もし、契約切 れにな ってい たら、最寄り
の損害保険会社、 同代理店（バイク、自転

車店等）、農協 へ行き ましょう。

なお、原付バイ クの 保険料（共済掛金）

は、 １年契約７，８５０円 。２年契約９，８００円、
３年 契 約で１１，６００円で 、死 亡 事故 の 場合

３，〔〕００万 円まで の保 険金 （共 済金） が支払

われます。
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催
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佐
井
小
学
校
を

会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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磯
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光
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澄
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熱
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縫
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を
奢
と
し

短
歌

大
石
健
次
郎

病
癒
え
還
り
て
今
ご
ろ
横
須
賀

の
特
攻
「
海
龍
」
の
一
人
と
な



国

保
の
し

お
り

医療 費 の状 況

〔５月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５６１人

退職者医療 加入者数 ６５人

老人医療 対象者数 ４９０人

△
咼
額
療
養
費
▽

●
一
部
負
担
金
が
も
ど
つ
て
き
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
一
定
額
以
上
超

え
た
費
用
に
つ
い
て
高
額
療
養

費
の
支
給
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

①

同
し
日
に
、
同
じ
被
保
険

者
、
同
し
病
院
・
診
療
所
に

対
し
て
、
六
三
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
る
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

る
額
が
あ
と
が
ら
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

②

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場

合
に
は
、
三
五
、
四
〇
〇
円

を
超
え
る
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
た
と
き
に
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

お

元

気

で

す

か

出

稼

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な

さ
ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上
ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と

の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

「

佐

井

村

季

節

労

働

者

の

つ

ど

い

」

開

催

さ

れ

る

季
節
労
働
者
が
就
労
先
で
の

雇
用
状
況
等
の
情
報
交
換
を
図

る
事
と
、
今
後
の
就
労
に
対
す

る
激
励
の
た
め
に
、
八
月
十
四

囗
ア
ル
ザ
ス
で
「
佐
井
村
季
節

労
働
者
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
盆
の
多
忙
の
中
、

村
内
か
ら
約
三
十
人
の
季
節
労

働
者
が
出
席
し
、
村
議
会
議
長

か
ら
、
賃
金
不
払
い
等
は
改
善

さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
病

気
や
人
身
事
故
は
、
依
然
と
し

て
後
を
た
た
な
い
状
況
で
、
就

労
期
間
も
長
期
化
傾
向
に
あ
り

留
守
家
族
の
苦
労
も
大
変
で
し

ょ
う
が
健
康
を
第
一
に
、
安
全

就
労

に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
村
長
か
ら
は
、
八
月

と
一
月
は
「
安
全
で
明
る
い
出

稼
月
間
」
と
な
っ
て
い
る
の
で

再
確
認
を
し
、
人
身
事
故
に
は

十
二
分
に
注
意
し
て
家
族
を
犬

切
に
、
健
康
診
断
を
必
ら
ず
受

け
て
、
健
康
に
留
意
し
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
就
労
先
や
家
族
の

状
況
等
を
語
り
合

い
、
カ
ラ
オ

ケ
で
自
慢
の
歌
な
ど
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
再
会
を
誓

い
和

や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

短
期
間
の
帰
郷
で
、
家
族
と

の
だ
ん
ら
ん
も
束
の
間
、
現
地



③

こ
の
ほ
か
、
世
帯
合
算
、

多
数
該
当
な
ど
の
特
例
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
高
額
療
養
費
を
う
け

る
と
き
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

人
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保
健

衛
生
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

●高額療養費をうけられる場合 ☆高額療養 費は 、つぎのような場合 に支給さ れます。

● 高 額 療 養 費 支 給 の 対 象 に な ら な い も の

国保の給付の対象とならない差額ベッド代、付き添い看護料、歯科差額代などは、高額療養費の計算のさいの一部負担金には含まれま甘ん。

に
向
か
わ
れ
た
み
な
さ
ん
、
健

康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、

事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
仕

事
に
励
ん
で
下
さ
い
。

平

成

五

年

度

後

期

技

能

検

定

試

験

の

お

知

ら

せ

一

主

な
実

施
職
種

さ
く
井

・
機
械
保
全
・
農
業
機
械

整
備
・
冷
凍
空
気
調
和

機
器
施
工
・
和
裁

・

建

築
大
工

・
配
管

・
型

枠
施
工

・
鉄

筋
施
エ

ー
コ

ン

ク
リ

ー
ト

圧
送

施
工

・

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
施
工

・
鋼
橋

塗
装

な
ど
三四
職
種

二

受

検

資

格

受
検

す
る
職

種
に
つ

い
て
一
級

は
十
一
毎

以

上
匸

一
級

は
三
年
以

上
の
実
務
経

験
年

数
を
有
す
る
も
の
。
但
し

、
学
歴
・
訓
練
歴

に
よ

り
年
数

が
短
縮

さ
れ
ま

す

。

三

受

検

料

【
実
技
試

験
】

八
、
五
〇
〇
円

～
一
三

、
八
〇
〇
円

（
職
種

に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）

【
学
科
試
験

】

一
律

二

、
六

〇
〇
円

四

実

施

日

【
実
技
試

験
】

平

成
五
年
十
二
月
十

日

釜

丁

平

成
六
年
二

月
二
十
七
日

百

）

ま
で
の
間

の
当
協

会
が
指
定
す

る
日

【
学
科
試

験
】

平
成
六
年
二
月

六
日
・
十
三
日

・
二
十

日
の

い
ず
れ
か
指
定

す

る
日
曜
日

五

受

付

期

間

平
成

五
年
十
月
一
日
（
金
）
～
十
三

日

永

）
ま
で

六

合

格

発

表

平

成
六
年
三
月
三
十
一
日

采

）

七

お
問

い
合
わ
せ

・
受
付

場
所

青
森
市

野
尻
字
今
田
四
＝
丁

一

（
県
立
青
森
高
等

技
術
専
門
校
内
）

青
森
県
職
業

能
力

開
発
協
会

登
○
一
七
七
－

三
八
－

五

五
六
一



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

マ
ス
コ
ッ
ト
で

交

通

事

故

防

止

を

呼

び

か

け

奥

本

昌

子

運転免 許と講習 関係の

手数料が改正されました

平成５年７月１日施行

免 許 関 係 新 手 数 料

免 許 証 更 新 手 数 料 … … … … …… ２，８００円

免 許 証 再 交 付 手 数 料 … … … …… ３，４００円

（滅 失 ・汚 損 ・破 損 ）

国 外 運 転 免 許 交 付 手 数 料 … …… ２，６００円

試 駭 手 数 料 普 通 １ 穡 免 許 …・２，１０Ｃ円

原 付 ・小 特 免 許・１．６００円

上 記 以 外 の 免 許・２，６０（）円

免 許 証 交 付 手 数 料 … … … … …… １，７００円

※うつかり失効の新規交付申請手数料は，免許証

交付手数料に試験手数料を加えた金額です。数種

類の免許を 併記する場合は ，そおそれの試験手数

刹と基本の免許交付手数料１，７００円に加え ，免許

の種類が１件増えることに３００円 ずつの併記手数

料が必要です。

講 習 関 係 新 手 数 料

取 消 処 分 者 講 習 … … … …… １，８００円 ／時

停 止 処 分 者 講 習 … … … …… １，０００円 ／時

初 心 運 転 車 講 習 （ 普 通 ） ‥ １，８ＧＯ円 ／時

（ 二 輪 ） ‥ ２，３００円 ／㈲

（原 付卜 り ，８０（）円 ／眄

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
全

国
夏
の
交
通
安
全
運
動
実
施
期

間
中
の
七
月
二
十
三
日
匸

一
十

四
日
の
両
日
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
で
は
今
年
も
ま
た
、

中
道
の
国
道
洽

い
で
佐
井
駐
在

所
の
附
田
部
長
と
一
緒
に
、
村

内
外
の
運
転
手
さ
ん
に
「
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
こ
の
囗
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
の
は
、
布
で
作

っ
た
可

愛
い
ニ
ワ
ト
リ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

軍

故
は
も
う
ケ
ッ
コ
士

で
、

冬
の
間
一
針
一
針
に
真
心
を
込

め
て
、
無
事
故
を
祈
っ
て
神
社

で
御
祈
祷
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
他
県
か
ら
来
た
運
転

手
さ
ん
は
、
思
い
が
け
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
で
こ
た
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
井
、
大
間
、
風
間

浦
の
三
ケ
町
村
運
転
管
理
者
の

パ
レ
ー
ド
も
通
っ
て
、
私
た
ち

も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
佐
井

村
は
、
五
月
二
十
六
日
に
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
三
、
五
〇
〇
日
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
今
度
は
。

四
、
〇
〇
〇
日
を
目
指
し
て
、

車
も
人
も
協
力
し
て
頑
張
っ
て

達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況（平成５年）

青森県交通対策協議会

秋の全 国交 通 安全 運動

実施期間 ９月２１日～９月３０日
スローガン
～歩行者も 交通ルールを 守る義務～

運動の重点
１ 高齢者の交通事故防止
２ シートベルトの着用の徹底
３ 飲酒・無謀運転の追放
４ 違法駐車の締め出し

毎 月１日は交通安全家庭の 日 １０日、２０日、３０日 は交通事故 ゼ囗の日

シートベルト しめる心が 身を守る



自
転
車
の
無
灯
火
調
べ

八
月
に
入
り
、
仲
町
の
山
崎

商
店
前
に
て
、
自
転
車
の
無
灯

火
調
べ
を
佐
井
駐
在
所
の
附
田

部
長
と
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。

無
灯
火
で
通
過
し
た
人
は
一

人

も

な

く
、

附
田

部
長

と
。

「
こ

れ
が
毎
日
だ
っ
た
ら
何
と

喜
ば
し
い
こ
と
か
」
と
話
し
ま

し
た
。

自
動
車
の
通
過
台
数
も
、
一

分
間
に
２
台
の
割
合
で
通
り
、

佐
井
村
も
自
動
車

が
多
く
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
ん
な
状

況
で
事
故
が
起
き
な
い
の
は
、

み
な
さ
ん
が
気
を
つ
け
て
通
行

し
て
い
る
か
ら
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
の
運
転
手
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
部
の
人
が
着
用
し
て
い
な
か

っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
自
分
を

守
る
大
切
な
命
綱
で
す
。
万
一

に
備
え
て
、
自
動
車
に
乗
る
時

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
発
生
時
の
処
置

事
故
を
起
こ
し
た
時
、
第
一

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
、「
負
傷
者
の
救
護
」
と

「
二
次
災
害
の
防
止
」
で
す
。

も
っ
と
も
、
負
傷
者
の
有
無
や

交
通
量
な
ど
の
道
路
状
況
に
よ

っ
て
そ
れ
ら
の
優
先
順
位
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
事
故
を

起
こ
し
た
と
い
っ
て
慌
て
て
し

ま
い
、
正
し
い
状
況
判
断
が
で

き
な
い
よ
う
で
は
困
り
ま
す
。

落
ち
つ
い
て
、
事
故
現
場
の
状

況
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
後
、
負
傷
者
が
い

た
ら
応
急
手
当
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
士

負
傷
者
の
救
護
と
と
も
に
必

要
な
処
置
と
し
て
「
二
次
災
害

の
防
止
」
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
交
通
量
の
多
い
道
路
の

中
央
に
事
故
車
を
放
っ
て
お
く

と
、
い
つ
後
続
車
が
追
突
事
故

を
起
こ
さ
な
い
と
も
限
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ

に
事
故
車
を
道
路
脇
な
ど
の
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ま
た
、
後
続
車
に
知
さ
せ
る

た
め
、
事
故
現
場
の
後
方
に
停

止
表
示
機
材
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

事
故
現
場
で
の
処
置
を
済
ま

せ
た
ら
、
ま
ず
警
察
へ
、
そ
れ

か
ら
事
業
所
に
も
連
絡
し
ま
す
。

警
察
へ
の
通
報
は
道
路
交
通

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
交
通
事
故
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
必
要

で
す
。
こ
れ
が
な
い
と
保
険
会

社
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
緊
急
処
置
を

い
つ
で
も
行
え
る
よ
う
に
、
交

通
事
故
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

勉
強
し
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
ご
相
談

・
電

話
で
の

ご

相
談

も
お

受
け
し

ま

す

ａ

Ｏ

一
七

七
－

二

二
－

一

〇

二

五
（
直
通
）

相
談
日
：
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
？
十
二
時

午
後
一
時
？
四
時
四
十
分
（
祝
祭
日
を
除
く
）

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す

ｏ

弁
護
士
相
談
日
：
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
？
四
時

社

団

法

人

日

本

損

害

保

険

協

会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

青
森
市
堤
町
ニ

ー
ー－

七
日
産
火
災
青
森
ビ
ル
四
階（
青
森
文
化
会
館
向
い
）

青
森
調
査
事
務
所
内
公
○
一
七
七
－

七
六
一
二

三
九
一

図１ 応急処置の手順



保健婦だより

日常生活の

ヶがや病気の

応急手当

～一年に一度は

健診を～

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
あ
り
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
日
常
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
ヶ
が
や
事
故
の
応
急
手
当

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

や

け

ど

や
け
ど
を
し
た
時
に
重
要
な

こ
と
は
、
熱
傷
部
位
の
広
さ
と

や
け
ど
の
深
さ
を
判
断
す
る
こ

と
で
す
。
や
け
ど
が
広
範
囲
で

深

い
場
合
ほ
ど
重
症
で
す
。

『

広

さ

』

成
人
・：
や
け
ど
が
体
表
面
の

２０
％
以
上
は
重
症

子
供
…
や
け
ど
が
体
表
面
の

１０
％
以
上
は
重
症

やけ どと体 表面の関 係

『

深

さ

』

」
第
一
度

表
皮
や
け
ど

○
皮
膚
が
赤
く
な
る
。

○
ピ
リ
ピ
リ
と
痛
い
。

■
第
二
度

真
皮
や
け
ど

○
水
ふ
く
れ
が
で
き
る
。

○
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
。

○
強
い
痛
み
と
焼
け
る
よ
う
な

感
じ
。

圜
第
三
度

金
属
や
け
ど

○
皮
膚
が
白
く
な
り
、
こ
げ
る
。

○
痛
み
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
。

手

当

て

①
早
く
水
で
冷
や
す
。
痛
み
と

熱
さ
を
感
じ
な
く
な
る
ま
で
冷

や
す
。衣
服
を
着
て
い
る
時
は
、

着
た
ま
ま
で
水
を
か
け
る
。

②
や
け
ど
し
た
部
位
を
清
潔
な

ガ
ー
ゼ
で
お
お
う
。

②
水
ぶ
く
れ
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

④
薬
品
を
ぬ
ら
ず
に
医
師
の
手

当
て
を
受
け
る
。

鼻

出

血

鼻
血
が
す
ぐ
止
ま
る
時
は
心

配
な
い
。手

当

て

①
鼻
を
し
っ
か
り
つ
ま
み
、
囗

で
呼
吸
さ
せ
、
あ
ご
を
ひ
く
。

②
寝
て
い
る
時
は
、
窒
息
し
な

い
よ
う
に
横
向
き
に
し
、
清
潔

な
ガ
ー
ゼ
を
鼻
に
つ
め
る
。
ひ

た
い
か
ら
鼻
に
か
け
て
ぬ
れ
夕

オ
ル
な
ど
で
冷
や
す
。

■
注
意

頭
を
強
く
打
っ
た
り
、
ひ
ど
く

転
倒
し
た
り
し
た
時
に
出
る
鼻
血

は
止
め
な
い
で
、
鼻
に
ガ
ー
ゼ
な

ど
を
当
て
て
医
師
の
と
こ
ろ
へ
急

ぐ
こ
と
。

９月

の
保
健
事
業

２
囗凵
丿

康
相
談
日

１０
日

受
付
時
間

１６
日

一

｝
健

午
前
９

～
１２

２７
日
㈲

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
相
談
も
受
付
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

８
日
水

母
親
相
教
室

時
間

午
後
１
時
～

午
後
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

対
象

全
妊
婦

９
日
水

老
人
健
康
教
室

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

場
所

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

２２
日
水

健
康
づ
く
り
講
演
会

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

講
師

健
康
学
習
研
究
所

石
川
雄
一
先
生

２８
日
㈹

乳
児

∴

歳
半
・
二

歳
児
健
診



耳

に

異

物

が

入

っ

た

と

き

手

当

て

○
金
属
片
が
入
っ
た
ら
、
磁
石

で
吸
い
つ
け
る
。

○
虫
が
入
っ
た
ら
、
暗
い
場
所

で
耳
の
中
へ
懐
中
電
灯
を
照
ら

す
。
耳
の
穴
に
タ
バ
コ
の
煙
を

吹
き
こ
む
と
出
て
く
る
こ
と
も

あ
る
。

⑤
豆
な
ど
が
入
っ
た
ら
、
入
っ

た
方
の
耳
を
下
に
し
て
片
足
で

と
ん
で
み
る
。
そ
れ
で
出
な
け

れ
ば
耳
鼻
科
へ
。
あ
と
に
な
る

彑
豆
が
膨
張
し
て
取
れ
な
く
な

る
。

○
水
が
入
っ
た
時
は
入
っ
た
方

の
耳
を
下
に
し
て
片
足
で
と

ぶ
。
和
紙
で
こ
よ
り
を
作
り
吸

い
と
る
。

■
い
ず
れ
の
場
合
も
と
れ
な

い
時
は
耳
鼻
科
へ
。

傷

の

手

当

一

す

り

傷

・
切

り

傷

①
出
血
が
少
な
い
場
合
で
傷
口

が
土
や
泥
で
汚
れ
て
い
た
ら
、

き
れ
い
な
水
で
洗
い
流
す
。

②
傷
口
に
消
毒
ガ
ー
ゼ
か
清
潔

な
布
を
当
て
、
包
帯
を
す
る
。

一

刺

し

傷

○
傷
口
が
小
さ
く
出
血
が
少
な

い
た
め
、
傷
の
深
い
と
こ
ろ
で

化
膿
し
や
す
い
。
手
当
て
が
悪

い
と
、
破
傷
風
や
敗
白
症
に
な

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
血
を
少

し
絞
り
出
し
て
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ

を
当
て
包
帯
を
し
、
早
め
に
医

師
に
み
せ
る
こ
と
が
大
切
。
ガ

ラ
ス
の
破
片
が
深
く
刺
さ
っ
て

い
る
時
は
、
血
管
に
刺
さ
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
抜
か
ず

に
医
師
に
み
せ
る
こ
と
。

■
や
た
ら
に
医
薬
品
を
塗
る

と
、
バ
イ
菌
が
外
に
出
に

く
く
な
る
。

９

月

は

●
●
●

生
き
生
き
健
康
づ
く
り
月
間
で
す
。

ｍ

青
森
県
生
き
生
き
健
康
県
民

運
動
推
進
の
ね
ら
い

青
森
県
で
は
、
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
等
の
成
人
病
に
よ

る
死
亡
率
が
高
く
、
こ
れ
が
県

民
の
平
均
寿
命
に
も
影
響
し
て

い
る
。
そ
こ
で
県
民
が
一
丸
と

な
っ
て
疾
病
の
予
防
を
は
じ
め

と
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
及
び
人
口
の
高
齢
化
に
よ

る
寝
た
き
り
防
止
運
動
等
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
青
森

県
生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
」

を
展
開
し
、
健
や
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
送
れ
る
よ
う

願
い
を
こ
め
て
、
昭
和
６２
年
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

圜
ス
ロ
ー
ガ
ン

生
き
生
き
健
康

あ
ふ
れ
る
未
来

屆
実
践
に
む
け
て

「
生
き
生
き
健
康
県
民
運
動

決
起
大
会
」
で
、「
り
ん
ご
の
花

び
ら
５
つ
の
実
践
」
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
５
つ
の

項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
つ

の

花
び

ら

海
の
幸
、
山
の
幸
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
う
す
味
の
食
生
活
を

実
践
し
ょ
つゝ
。

二

つ

の

花
び

ら

自
然
に
親
し
み
、
適
度
な
運
動

で
心
身
に
ゃ
す
ら
ぎ
を
与
え
よ

三

つ

の

花

び
ら

家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
で

す
す
ん
で
健
診
を
受
け
よ
う
。

四

つ

の

花

び

ら

相
談
で
き
る
家
庭
医
を
も
ち
、

早
期
に
健
康
回
復
を
図
ろ
う
。

五

つ

の

花

び

ら

健
や
か
に
長
生
き
し
、
助
け
合

っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
し
よ
う
。

受
付
時
間

１２
時
３０
分
～
１２
時
４５
分
迄

対
象乳

児

平
成
５
年
５
月
生

平
成
５
年
２
月
生

一
歳
半
児平

成
４
年
１
月
～

３
月
生

二
歳
児

平
成
３
年
７
月
～

９
月
生

２９
日
水

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

場
所

願
掛

３０
日
水

磯
谷
地
区
健
康
教
室

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

場
所

磯
谷
地
区
漁
民
研
修

セ
ン
タ
ー

内
容

調
理
実
習
・
健
康
体

操
な
ど



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

四 〇１７７－２３－２３７９

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税

お
年
寄
り
や
心
身
に
障
害
の

あ
る
人
に
対
し
て
は
、
税
金
の

面
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ

る
特
典

▼
所
得
税
の
老
年
者
控
除

▼
公
的
年
金
等
控
除

○
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る

人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

▼
所
得
税
の
配
偶
者
、
扶
養
控

除
○
障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る

特
典

▼
所
得
税
の
障
害
者
控
除

▼
相
続
税
の
障
害
者
控
除

▼
特
別
障
害
者
に
対
す
る
贈
与

税
の
非
課
税

▼
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

に
基
づ
く
給
付
金
の
非
課
税

○
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
受
け
ら
れ
る
特
典

▼
所
得
税
の
障
害
者
控
除

▼
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い

る
場
合
の
配
偶
者
・
扶
養
控

除

こ
の
ほ
か
に
、
障
害
者
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
が
受
け
ら
れ

る
特
典
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

災

害

と

税

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
に
ょ

づ
て
、
住
宅
や
家

財
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
被
害
額
の
程
度
に
応
じ

て
、
所
得
税
な
ど
の
国
税
が
減

額
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
申
告
、
申
請
等
の
期
限

の
延
長
や
納
税
猶
予
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
が
減
額
さ
れ
る
方
法

と
し
て
次
の
二
っ
が
あ
り
ま
す
。

①
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法

②
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

こ
の
二
っ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
有

利
な
方
法
を
選
ら
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
税
の
減
免
、
あ
る
い
は
期

限
の
延
長
等
を
受
け
る
た
め
に

は
、
一
定
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
い
機
会
に
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
訪
ね
く
だ

さ
い
。年

金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
、
遣
族
の
人
は

十
四
日
以
内
に
「
年
金
受
給
権

者
死
亡
届
」
を
役
場
の
国
民
年

金
係
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
二
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
金
に
つ
い
て
死
亡
届
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で

で
す
。
死
亡
届
が
遅
れ
る
と
、

死
亡
し
た
あ
と
も
年
金
が
支
払

わ
れ
、
過
払
い
と
な
っ
て
し
ま

い
、
あ
と
で
遣
族
の
方
に
返
済

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
速
か
に
死
亡

の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
金
の
受
け
取
り
方

法
を
、
銀
行
・
郵
便
局
の
通
帳

へ
の
自
動
振
込
に
し
て
い
る
と

き
は
、
速
か
に
口
座
の
解
約
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■

未

支

給

年

金

の

請

求

に

つ

い

て

死
亡
し
た
年
金
受
給
者
が
、

生
在
中
に
受
け
取
っ
て
ぃ
な
か

っ
た
年
金
が
あ
る
場
合
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
た
遣
族
は
、

届
出
を
す
れ
ば
、
こ
の
未
払
い

分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が



で
き
ま
す
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る

遣
族
と
順
位
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
配
偶
者

②
子

③
父
母

④
孫

③
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

未
支
給
年
金
請
求
書
に
は
、

年
金
証
書
な
ど
の
添
付
書
類
が

必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
役

場
国
民
年
金
係
へ
お
訪
ね
く
だ

さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五

歳
か
ら
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば

六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■

年
金
が
生
涯
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

■

就
職
す
る
と
停
止
さ
れ
ま
す
。

■

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

○
請
求
の
前
に
今
一
度
考
え

て

日
本
の
平
均
寿
命
は
今
や
、
八

十
歳
を
超
え
、
年
金
を
受
け
る

時
期
も
確
実
に
長
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
長
い
年
金
生
活

を
考
え
た
と
き
、
「
み
ん
な
が

も
ら
っ
て
い
る
か
ら
」
と
安
易

に
繰
り
上
げ
請
求
し
て
、
後
悔

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
考
え
て
、
慎
重
に
、
請

求
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。９ 月 ３ ０ 日 は

国 民 健 康 保 険 税 俤

２ 期 ）の 納 期 限 で す 。

＝納期限内納付に御協力ください＝

海
鳴
り
…
…
都
会
人
や
山
国
育

ち
の
人
に
と
っ
て
は
、
何
と
な
く

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
響
き
の
す
る
言

葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

海
沿
い
に
住
む
人
に
と
っ
て
は
、

海
鳴
り
は
台
風
の
前
ぶ
れ
と
し
て

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

暴
風
や
強
い
低
気
圧
が
海

上
に
あ
る
と
き
、
海
岸
で
聞

こ
え
る
遠
雷
の
よ
う
な
音
が

海
鳴
り
で
す
。
こ
れ
は
、
波

が
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た

と
き
、
そ
の
中
に
巻
き
込
ま

れ
た
空
気
が
、
す
き
間
を
求

め
て
強
く
吹
き
出
る
と
き
の

音
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
波
長

の
音
が
で
ま
す
が
、
波
長
の
長
い

ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
音
は
か
な
り
遠

方
ま
で
届
き
、
海
岸
か
ら
数
キ
囗

離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
聞
こ
え
る
二

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
音
が
、

太
平
洋
の
海
岸
で
は
遠
雷
の
よ
う

に
聞
こ
え
、
湾
内
で
は
一
発
ず
つ

の
大
砲
の
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
原
白
秋
の
「
砂
山
」
の
中
に
、

。暮
れ
り
や
砂
山

汐
鳴
り
ば
か

り
…
…
ま
た
風
荒
れ
る
”
と
あ
る

詞
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
は
二
の
歌
の
汐
鳴
り
を
、
海
鳴

り
と
歌
う
二
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

海
鳴
り
に
対
し
て
、
山
鳴
り
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
鉱
山
用

語
で
、
坑
道
や
ト
ン
ネ
ル
を
深
い

所
ま
で
掘
り
進
ん
だ
と
き
、岩
盤
内

に
発
生
す
る
地
殻
運
動
に
よ
る
音

の
こ

と

で
、

ガ

ス
突

出

な

ど

の
危

険

予
知

に
役
立

ち
ま

す
。

九

月

十

六

～

三

十
日

は

。

「
全
国

海
難
防

止

強

調
運
動
」

で

す

。

海

難

は

、

見
張

り

不

十

分
な

ど

の

人

的

要
因

が
七

〇
％

を

占

め

る

と

い

わ

れ
ま

す

。
海

難

防

止

の

知
識

や
技

術
の
向
上
に
、
も
っ
と
関
心
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。



ゆ

で

卵

の

上

手

な

作

り

方

－

針
で
「
気
室
」
に
穴
を
開
け
る
Ｉ

秋
は
運
動
会
や
遠
足
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
と
行
楽
行
事
が
め
じ
ろ

押
し
Ｉ

家
族
そ
ろ
っ
て
、
お

弁
当
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
お
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
で
お

な
じ
み
な
の
が
ゆ
で
卵
で
す
。

そ
こ
で
、
上
手
な
ゆ
で
卵
の
作

り
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

卵
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
、

殼
が
ひ
び
割
れ
し
て
中
身
が
流

れ
出
し
た
り
、
ゆ
で
上
が
っ
て

殼
を
む
い
て
み
た
ら
黄
身
が
端

に
よ
っ
て
い
た
り
、
黄
身
の
回

り
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
た
り

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
た
卵
を

す
ぐ
に
ゆ
で
る
と
、
ひ
び
割
れ

を
起
こ
し
ま
す
。
ゆ
で
る
前
に

冷
蔵
庫
か
ら
取
り
出
し
て
、
室

温
に
戻
し
て
か
ら
ゆ
で
ま
す
。

卵
の
丸

い
と
こ

ろ
に
、
「
気

室
」
と
呼
ば
れ
る
空
気
の
入
っ

た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
熱
せ
ら

れ
る
と
空
気
が
膨
張
し
、
殼
に

ひ
び
が
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ゆ
で
る
前
に
針
で
丸
い
部

分
に
穴
を
開
け
て
、
空
気
を
逃

が
し
て
お
く
の
も
、
ひ
び
割
れ

を
防
ぐ
方
法
で
す
。

平
均
的
な
ゆ
で
卵
の
作
り
方

は
、
鍋
底
に
卵
を
並
べ
、
卵
の

圭

一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま
で
水
を

入
れ
て
沸
騰
さ
せ
ま
す
。
ゆ
で

る
時
間
は
十
一
分
か
標
準
で

す
。
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
ひ
び

割
れ
が
し
た
ら
、
酢
を
小
さ
じ

一
杯
、
塩
を
一
つ
ま
み
入
れ
ま

す
。
酢
と
塩
に
は
、
卵
を
凝
固

さ
せ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
か

ら
、
中
身
が
流
れ
出
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゆ
で
卵
の
黄
身
の
表
面
が
し

ば
し
ば
黒
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
卵
白
の
成
分

の
ア
ミ
ノ
酸
が
熱
で
分
解
さ

れ
、
硫
化
水
素
を
出
し
て
、
卵

黄
の
鉄
分
に
作
用
す
る
た
め
で

す
。
ゆ
で
過
ぎ
が
原
因
で
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
で
卵
の
黄
身
が
真
ん
中
に

く
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
卵
を

は
し
で
転
が
し
な
が
ら
ゆ
で
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
う
す

る
と
卵
白
か
ら
固
ま
り
は
じ

め
、
黄
身
が
中
央
に
落
ち
着
き

ま
す
。

満一歳になります

木 下 拓 ちべ

（又男・士美子）
古 佐 井

戸籍の窓口

８月１４日現在

○お誕生おめでとう

内藤 志址（ 光 ）福 浦

若山 勇祐（裕紀）古佐井

○ご結婚おめでとう
（竹本 成喜 牛 滝

島谷部紀子 天間林村
（田中 一敏 宮津市

金丸 良子 大佐井
（大見 元美 風間浦村

坪谷 康子 川 目
（瀬原 直人 大佐井

永田 紀子 加世田市
（白取 孝弘 浪岡町

關 るり子 大佐井
（田畑 孝信 古佐井

長谷川純子 神戸市

○おくやみ申し上げます
川岸冨美子（忠良）古佐井
中村 かを（嘉六）矢 越
和田 定夫（イチ）大佐井
岩清水 舜（秀一）古佐井
松谷 卓（幸一）大佐井
田中 ナツ（大鼓⊃ 磯 谷

７月３１日現在人口（前月比）

男 １，７８０（―２）

女 １，７９２（－６）

計 ３，５７２（－８）

世帯数 １，１０９（ １）
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